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付録　ウェルギリウス『牧歌』第七歌の本文および試訳
　　　　　MELIBOEVS　　CORYDON　　THYRSIS
．M．　Forte　sub　arguta　consederat　ilice　Daphnis，
　　compulerantque　greges　Corydon　et　Thyrsis　in　unum，
　　Thyrsis　ouis，　Corydon　distentas　lacte　capellas，
　　ambo　florentes　aetatibus，　Arcades　ambo，
　　et　cantare　pares　et　respondere　parati．
　　huc　mihi，　dum　teneras　defendo　a　frigore　myrtos，
　　uir　gregis　ipse　caper　deerrauerat；atque　ego　Daphnin
　　aspicio．　ille　ubi　me　contra　uidet，‘ocius’inquit
　　‘huc　ades，　o　Meliboee；caper　tibi　saluus　et　haedi；
　　et，　si　quid　cessare　potes，　requiesce　sub　umbra．
　　huc　ipsi　potum　uenient　per　prata　iuuenci，
　　hic　uiridis　tenera　praetexit　harundine　ripas
　　Mincius，　eque　sacra　resonant　examina　quercu．’
　　quid　facerem？neque　ego　Alcippen　nec　Phyllida　habebam
　　depulsos　a　lacte　domi　quae　clauderet　agnos，
　　et　certamen　erat，　Corydon　cum　Thyrside，　magnum；
　　posthabui　tamen　illorum　mea　seria　ludo．
　　alternis　igitur　contendere　uersibus　ambo
　coepere，　alternos　Musae　meminisse　uolebant．
　　hos　Corydon，　illos　referebat　in　ordine　Thyrsis．
C．Nymphae　noster　amor　Libethrides，　aut　mihi　carmen，
　　quale　meo　Codro，　concedite（proxima　Phoebi
　　uersibus　ille　facit）aut，　si　non　possumus　omnes，
　　hic　arguta　sacra　pendebit　fistula　pinu．
T．Pastores，　hedera　crescentem　ornate　poetam，
　　Arcades，　inuidia　rumpantur　ut　ilia　Codro；
　　aut，　si　ultra　placitum　laudarit，　baccare　frontem
　cingite，　ne　uati　noceat　mala　lingua　futuro．
C．　Saetosi　caput　hoc　apri　tibi，　Delia，　paruus
　et　ramosa　Micon　uiuacis　cornua　cerui．
　si　proprium　hoc　fuerit，　leui　de　marmore　tota
　puniceo　stabis　suras　euincta　coturno．
T．Sinum　lactis　et　haec　te　liba，　Priape，　quotannis
　exspectare　sat　est：custos　es　pauperis　horti．
　nunc　te　marmoreum　pro　tempore　fecimus；at　tu，
　si　fetura　gregem　supPleuerit，　aureus　esto．
（5）
（10）
（15）
⑳
㈱
（30）
（35）
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（メリボエウス）たまたま，さやさやと鳴る樫の木の下にダブニスが座っていた・
そしてコリュドーンとテユルシスが家畜の群れをひとつにまとめていた，
テユルシスは羊を，コリュドーンは乳ではちきれんばかりの雌山羊を，
二人とも花盛りの年頃，二人ともアルカディア人だ，
歌の技量は同等，返歌の備えもできている。
ここに，私が柔らかい天人花を霜から守っている間に，私の
群れの中の夫である牡山羊が一頭，自ら迷い込んでしまった。それで私が
ダブニスを見っけたというわけだ。彼も私を見てこう言う。「急いで
こっちにおいでよ，メリボエウス。君の山羊は無事だよ。子山羊も大丈夫。
少し休めるのなら，木陰で休憩なさい。
ここに，子牛らは自分で水を飲みに牧草地を通ってやって来るだろう。
ここでは，ミンキウス川が緑の岸辺を柔らかい葦で縁どり，
聖なる柏の木から蜂の群れが羽音を発している。」
さてどうするか。自分には家で乳離れした子羊たちを
囲いに入れてくれるアルキッペーもピュリスもいなかった。
それでいてコリュドーン対テユルシスの大試合があった。
それでも私は自分の仕事より彼らの競技を優先させたのだ。
かくして両者は交互に歌で競い始めた。
詩女神は，私が互いに交わされる歌を覚えておくことを望まれた。
コリュドーンが歌えばテユルシスが返す，という風に順番に彼らは歌った。
（コリュドーン）　わが愛するリーベートラのニンフらよ，わがコドゥルスに
お認めになったような歌を私にお授け下さい（彼はアポロンに迫るほどの
詩を作ります）。さもなくば，誰にでもできることではないというのなら，
清らかな調べの笛を聖なる松の木に掛けてしまいましょう。
（テユルシス）
妬みでコドゥルスのはらわたが裂けてしまうように。
あるいは，喜ばしい限度を越えて彼が誉めすぎるようなことがあれば，
鹿の子草を額に巻け，悪口が未来の詩人を傷つけぬように。
（コリュドーン）　デーロスの女神よ。若きミコンが，貴方にこの
剛毛のある猪の頭と，長命の雄鹿の枝状の角を捧げましょう。
これが自分のものとなったあかっきには，滑らかな大理石で
ふくらはぎを紫のブーッで包んだ貴方の全身像を作ってさしあげましょう。
（テユルシス）　プリアープスよ，せいぜい一椀の乳とこれらの菓子とが，毎年
ご期待に添えられるものです。あなたはっっましき庭の番人なのですから。
今われらは間に合わせであなたを大理石像にしましたが，
繁殖して群れが増えたら，黄金製にいたしましょう。
（5）
（10）
（15）
⑳
牧人たちよ，アルカディア人らよ，現れつっある詩人を木蔦で飾れ，　㈱
（3①
（35）
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C．Nerine　Calatea，　thymo　mihi　dulcior　Hyblae，
　　candidior　cycnis，　hedera　formosior　alba，
　　cum　primum　pasti　repetent　praesepia　tauri，
　　si　qua　tui　Corydonis　habet　te　cura，　uenito．
T．Immo　ego　Sardoniis　uidear　tibi　amarior　herbis，
　　horridior　rusco，　proiecta　uilior　alga，
　　si　mihi　non　haec　lux　toto　iam　longior　anno　est．
　　ite　domum　pasti，　si　quis　pudor，　ite　iuuenci．
C．Muscosi　fontes　et　somno　mollior　herba
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　et　quae　uos　rara　uiridis　tegit　arbutus　umbra，
　　solstitium　pecori　defendite：iam　uenit　aestas
　　torrida，　iam　lento　turgent　in　palmite　gemmae．
T．Hic　focus　et　taedae　pingues，　hic　plurimus　ignis
　　semper，　et　adsidua　postes　fuligine　nigri．
　　hic　tantum　Boreae　curamus　frigora　quantum
　　aut　numerum　lupus　aut　torrentia　flumina　ripas．
C．　Stant　et　iuniperi　et　castaneae　hirsutae，
　　strata　lacent　passlm　sua　quaeque　sub　arbore　poma，
　　omnia　nunc　rident：at　si　formosus　Alexis
　　montibus　his　abeat，　uideas　et　flumina　sicca．
T．Aret　ager，　uitio　moriens　sitit　a6ris　herba，
　　Liber　pampineas　inuidit　collibus　umbras：
　　Phyllidis　aduentu　nostrae　nemus　omne　uirebit，
　　Iuppiter　et　laeto　descendet　plurimus　imbri．
C．Populus　Alcidae　gratissima，　uitis　Iaccho，
　　formosae　myrtus　Veneri，　sua　laurea　Phoebo；
　　Phyllis　amat　corylos：illas　dum　Phyllis　amabit，
　　nec　myrtus　uincet　corylos，　nec　laurea　Phoebi．
T．Fraximus　in　siluis　pulcherrima，　pinus　in　hortis，
　　populus　in　fluuiis，　abies　in　montibus　altis：
　　saepius　at　si　me，　Lycida　formose，　reuisas，
　　fraxinus　in　siluis　cedat　tibi，　pinus　in　hortis．
M．Haec　memini，　et　uictum　frustra　contendere　Thyrsin．
　　ex　illo　Corydon　Corydon　est　tempore　nobis．
㈲
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（コリュド・－m一ン）　ネーレウスの娘のガラテーアよ，私にとって，ヒュブラの立爵香
　　草より甘美で，
白鳥より色が白く，白い木蔦より美しい方よ。
草を食べ終えた牡牛たちが小屋に帰ったらすぐにいらして下さい，
貴方のコリュドーンを少しでもお心に掛けて下さるのなら。
（テユルシス）いや，むしろ貴方に私は，サルディニアの草より苦く，
エニシダより荒く，打ち上げられた海草よりもつまらぬものに見えますように，
もし私にとってこの一日が一年より長く思えぬのなら。
草を食べ終えた牡牛らよ，多少なりとも恥があるなら，家にお帰り。
（コリュドーン）苔むした泉，そして眠りより柔らかな草よ，
そしてまばらな影であなた方を覆う緑のヤマモモよ，
暑さから家畜を守れ。今や焼けつく夏がやって来る。
今やしなやかな葡萄の枝にはっぼみがふくらんでいる。
（テユルシス）　ここには炉辺と脂の多い松，ここには常にふんだんに火があり，
絶えることのない煤で黒い扉がある。
ここではわれわれには北風の冷たさが気にならない，
狼に羊の群れが，岸に急流が気にならないのと同じように。
（コリュドーン）　ネズの木とイガに被われた栗の木がある。
果樹の下の至るところに，それぞれの果実が落ちて散らばっている。
今はすべてが微笑えんでいる。だが，もし美しいアレクシスがこの山から
いなくなれば，流れですら干上がってしまうのが見られるだろう。
（テユルシス）野は乾いている。空気の悪さゆえに，草木が渇き，死にそうだ。
酒神リーベルが丘で葡萄の葉陰を渋ったのだ。
われらのピュリスが来てくれれば，森全体が緑と化し，
ユピテルがまさに喜ばしき駿雨となって豊かに降り給うだろう。
（コリュドーン）　ポプラはヘラクレースの大のお気に入り，葡萄はバッカスの，
天人花は麗しきウェヌスの，月桂樹はアポローンのもの。
ピュリスははしばみが好き。ピュリスがそれを好んでいる内は，
天人花も，アポローンの月桂樹も，はしばみにはかなうまい。
（テユルシス）森で一番美しいのはとねりこ。庭では松。
川辺ではポプラ。高い山では縦の木。
けれど，麗しきリュキダースよ，君がもっと頻繁に私に会いに来て
くれるなら，森のとねりこも，庭の松も，君には負けるだろう。
（メリボエウス）私が覚えているのはこうした言葉。それにテユルシスが健闘空しく
　　敗れたこと。
以来，われらにとって，コリュドーンといえばコリュドーンという次第。
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